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佐藤克也・教授 評議委員 日本神経学会

佐藤克也・教授 学会員 日本神経治療学会

佐藤克也・教授 評議員 日本早期認知症学会

佐藤克也・教授 長崎県油症対策委員会委員 長崎県

佐藤克也・教授
アミロイドーシス診療ガイドライン作成委
員会

アミロイドーシスに関する調査研究班

佐藤克也・教授
HTLV-1関連脊髄症（HAM）診療ガイドライン
作成委員会
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氏名・職 委　員　会　等　名 関　係　機　関　名
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佐藤克也・教授
HTLV-1関連脊髄症（HAM）診療ガイドライン
2025改訂版作成委員会

HAMならびに類縁疾患の患者レジストリによる
診療連携体制および相談機能の強化と診療ガ

佐藤克也・教授 プリオン病診療ガイドライン作成委員会
プリオン病及び遅発性ウイルス感染症に関す
る調査研究班
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食品衛生基準審議会 (旧：薬事・食品衛生
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する調査研究班
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長崎県社会保険診療報酬請求書審査委員会
審査委員

社会保険診療報酬支払基金
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による質的研究結果. 第83回日本公衆衛生学会総会抄録集 71(suppl): 467- 2024.
大西眞由美, 中尾理恵子 ,川崎涼子, 小坂理子, 梅崎昌裕：国民健康保険被保険者を対象とした質問票調査への回

答における齟齬：身長・体重. 第32回日本健康教育学会学術大会抄録集 32(suppl): 164, 2024.
朝永　育, 小関弘展, 梶山史郎, 古市　格, 尾崎　誠：人工関節周囲感染(PJI)の予防・診断・治療の今後の動向 ポ
ビドンヨード希釈液と次亜塩素酸水の創洗浄による抗バイオフィルム効果. 日本骨・関節感染症学会プログラ

ム・抄録集 47回: 54, 2024.
野中俊章, 佐藤克也, 山田正仁, 水澤英洋：髄液バイオマーカーやMRIを追加した孤発性プリオン病の診断基準の

有用性と問題点. 臨床神経学 64(Suppl.): S285, 2024.

大西眞由美, 中尾理恵子, 川崎涼子, 小坂理子, 梅﨑昌裕：国民健康保険被保険者を対象とした質問票調査への回

答による身長・体重から算出したBMIの齟齬. 第89回日本健康学会総会抄録集 :  2024.

中尾理恵子, 小坂理子, 古川翔子, 大西眞由美：地域在住高齢者の社会的特徴と身体機能スコアとの関連. 第89回
日本健康学会総会抄録集 :  2024.
大西眞由美, 安藤夢華, 中尾理恵子：地域住民の主観的健康感と居住地域および近隣の助け合いの関連. 第83回日

本公衆衛生学会総会 71(suppl): 369- 2024.
愛甲達也, 増田桃佳, 後藤千穂, 今井秀樹, 大西眞由美, 梅崎昌裕：地方に居住する中高年者の食事性炎症指数は空

間クラスターを形成するか. 日本衛生学雑誌 79(suppl): S222, 2024.
小坂理子, 大西眞由美, 梅﨑昌裕, 中尾理恵子：長崎県内の二次離島2島に在住する高齢者を体操とした身体活動

調査. 第89回日本健康学会総会抄録集 :  2024.
平野裕子，比留間洋一：渡日インドネシア人技能実習生に対する食事介助研修プログラムの開発と評価（１）

渡日前の介護技術の理解度および習得度. 第50回日本保健医療社会学会抄録集 35Suppl:  2024.
石田みのり，平野裕子：COVID-19収束期におけるマスクの着用頻度・習慣に関連する要因. 第50回日本保健医

療社会学会抄録集 35Suppl:  2024.
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競争的研究資金獲得状況（共同研究を含む）

佐藤克也・教授 日本医療研究開発機構 代表
日本医療研究開発機構研究費　「プリオン病
国際医師主導治験獲得のためのプリオン病早
期診断基準の作成と非侵襲性診断法の開発」

佐藤克也・教授 日本医療研究開発機構 分担

日本医療研究開発機構研究費　「ナショナル
センター・バイオバンクネットワークを基盤
とする疾患別情報統合データベースを活用し
た産学官連携による創薬開発研究」

佐藤克也・教授 厚生労働省 分担
厚生労働行政推進調査事業　「プリオン病の
サーベイランスと感染予防に関する調査研
究」

佐藤克也・教授 日本学術振興会 分担
科学研究費助成事業　基盤研究(C)「脳・脊髄
液以外の検体からの微量異常型プリオン蛋白
検出法の開発」

佐藤克也・教授 厚生労働省 分担
厚生労働科学研究費補助金　「プリオン病及
び遅発性ウイルス感染症に関する調査研究
班」

氏名・職 資金提供元/共同研究先 代表・分担 研　究　題　目

佐藤克也・教授 日本学術振興会 分担
科学研究費助成事業　基盤研究(B)「個別最適
化した超早期認知症予防介入プログラムの開
発とシステム構築」

東 登志夫・教授 学術委員会委員長 日本作業療法士協会

大西真由美・教授 保健事業支援・評価委員会 委員 委員長 長崎県国民健康保険団体連合会

大西真由美・教授 評議員 日本熱帯医学会

小関弘展・教授 委員 長崎市産業技術審査会

小関弘展・教授 ロコモアドバイスドクター ロコモチャレンジ協議会

東 登志夫・教授 理事 日本作業療法研究学会

大西真由美・教授 委員長 長崎県再犯防止推進ネットワーク協議会

大西真由美・教授 委員 長崎県精神保健福祉審議会

大西真由美・教授 理事 日本看護学教育評価機構

大西真由美・教授 理事 日本フォレンジック看護学会

大西真由美・教授 代議員 日本国際保健医療学会

大西真由美・教授 代議員 日本公衆衛生学会

小関弘展・教授 委員 保健学科感染対策委員会

平野裕子・教授 理事 健康支援学会

平野裕子・教授 学会誌編集委員 健康支援学会

小関弘展・教授 顧問医 損害保険料率算出機構

平野裕子・教授 理事 日本保健医療社会学会

平野裕子・教授 渉外・国際交流委員会委員長 日本保健医療社会学会

佐藤克也・教授 油症患者診定専門委員 福岡県

佐藤克也・教授 会員増加委員会 委員 日本感染症学会

佐藤克也・教授 評議員 日本神経感染症学会
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特 許

佐藤克也・教授
14−3−3蛋白γアイソフォーム特
異的ELISA

2011年11月8日 2013年5月23日公開 特願2011-244809

佐藤克也・教授 α−シヌクレイン検出方法 2017年11月29日 2018年6月14日公開 特願2017-228820

佐藤克也・教授 洗浄殺菌方法 2014年2月21日 2019年10月25日 JP2014054158

佐藤克也・教授

異常型タンパク質の凝集を伴う
神経変性疾患における異常型タ
ンパク質を 検出する方法および
異常型タンパク質の凝集を伴う
神経変性疾患の診断を補助する
方法

2022年8月17日 出願中 特願2022-130196

大西真由美・教授 日本学術振興会 分担
科学研究費助成事業　基盤研究(C)「女性技能
実習生担当者等の健康支援コンピテンス醸成
プログラムの構築」

大西真由美・教授 日本学術振興会 分担
科学研究費助成事業　挑戦的研究(萌芽)「健
診未受診者対応から「自ら支援を求めない
人々」の健康生活実現に向けて」

氏名・職 特　許　権　名　称 出願年月日 取得年月日 番号

東 登志夫・教授 日本学術振興会 分担
科学研究費助成事業　基盤研究(C)「自閉スペ
クトラム症の痛覚・温冷覚における感覚処理
パターンの同定」

東 登志夫・教授 日本学術振興会 分担
科学研究費助成事業　基盤研究(C)「要介護高
齢者のシルバーカー及び歩行車使用時におけ
る歩行時体幹運動の比較検証」

東 登志夫・教授 日本学術振興会 代表
科学研究費助成事業　基盤研究(C)「パーキン
ソン病患者に対するVR技術を用いた上肢機能
訓練プログラムの有効性の検討」

大西真由美・教授 日本学術振興会 分担
科学研究費助成事業　基盤研究(C)「在留外国
人に対する体験型減災教育モデルの検証」

小関弘展・教授 日本学術振興会 分担
科学研究費助成事業　奨励研究「膝関節固定
装具が歩行中の隣接関節，床反力へ及ぼす影
響」

大西真由美・教授 日本学術振興会 代表
科学研究費助成事業　基盤研究(B)「薬物事犯
者の地域生活定着を支える司法分野と保健師
の連携・協働体制構築」

大西真由美・教授 日本学術振興会 分担
科学研究費助成事業　基盤研究(B)「生活習慣
病等の健康課題をもつ元受刑者への保健師に
よる健康支援の構造化」

小関弘展・教授 日本学術振興会 代表
科学研究費助成事業　基盤研究(C)（一般）
「不動性骨萎縮の病態解明と新たな治療戦
略」

小関弘展・教授 日本学術振興会 分担
科学研究費助成事業　奨励研究「掻破行動の
運動学的および神経生理学的動作解析」

佐藤克也・教授 厚生労働省 分担

厚生労働科学研究費補助金 疾病・障害対策研
究分野 難治性疾患政策研究　「HAMならびに
類縁疾患の患者レジストリによる診療連携体
制および相談機能の強化と診療ガイドライン
の改訂」

平野裕子・教授 日本学術振興会 代表
科学研究費助成事業　基盤研究(B)「インドネ
シア人技能実習生に対する食事介助研修プロ
グラムの開発と評価」

佐藤克也・教授 厚生労働省 分担

厚生労働科学研究費補助金 疾病・障害対策研
究分野 難治性疾患政策研究　「プリオン病及
び遅発性ウイルス感染症に関する調査研究
班」
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その他
 非常勤講師

小関弘展・教授 把持補助具 2007年8月6日 2007年11月21日
実用新案登録第3137833
号(U3137833)

平野裕子・教授 非常勤講師（社会学） 福岡医健・スポーツ専門学校

氏名・職 職（担当科目） 関　係　機　関　名

平野裕子・教授 非常勤講師（職業倫理） 長崎市医師会看護専門学校

佐藤克也・教授 経皮吸収型貼付剤 2022年11月10日 出願中 PCT/JP2022/041928

小関弘展・教授
掻破動作検出爪及び掻破動作定
量評価装置

2021年2月25日 2024年7月22日 特許第7525164号

小関弘展・教授 加圧スリッパ 2016年1月15日 2016年3月2日 特許第3203382号

小関弘展・教授 医療用器具及びその使用 2006年4月27日 2006年5月2日 特許第232270号
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